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平成３０年度ごみ組成調査の結果について

１ 平成３０年度調査

平成３０年１２月３日から１２月１０日にかけて、各地区に排出された燃

えるごみを、各地区３０袋無作為に抽出し、表 1 の種類に分類し重量割合を

算出しました。

⑴ 新 興 地 区：桜ヶ丘町、白鳳町

⑵ 集 合 住 宅 地 区：緑町、長坂町

⑶ 農 村 地 区：稲葉町、西の野町、東印場町二反田

⑷ 商 業 地 区：三郷駅周辺（三郷町、東栄町、南原山町）

⑸ 自治会活性化地区：旭ヶ丘町、新居町、北原山町、大久手町

表 1 項目別組成調査結果（５地区合計）

※ 表示単位未満を四捨五入しているため、計算結果と一致しない場合あり。

※ （資）：資源ごみ

大分類 小分類
重量

(㎏)

割合

(％)

生ごみ
生ごみ 321.5 42.5

未使用・未開封品 20.9 2.8

紙類

段ボール（資） 3.6 0.5

新聞・雑誌（資） 37.2 4.9

雑がみ（資） 51.3 6.8

紙おむつ 50.1 6.6

飲料用紙パック（資） 5.3 0.7

プラスチック類

プラスチック製容器包装（資） 40.9 5.4

白色トレイ（資） 2.3 0.3

着色トレイ（資） 1.8 0.2

ペットボトル（資） 5.5 0.7

その他プラスチック 20.9 2.8

その他可燃物

古着類（資） 24.0 3.2

木・草類など 40.5 5.4

その他燃えるごみ 113.3 15.0

かん・びん アルミ缶・スチール缶・びん（資） 3.8 0.5

不燃物
金属、ガラス、陶器等 5.2 0.7

小型家電（資） 2.5 0.3

有害物 電池類 0.8 0.1

事業系ごみ 事業系ごみ 5.8 0.8

合 計 757.2 100

資料 １
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２ 平成３０年度地区別のごみの組成

表２ 地区別組成調査結果 （単位：％）

※ 表示単位未満を四捨五入しているため、計算結果と一致しない場合あり。

項目 全地区
新興

地区

集合

住宅

農村

地区

商業

地区

自治会

活性化

地区

可

燃

生ごみ 45.2 47.5 49.6 36.2 44.7 48.0

生ごみ除く資源以外の可燃ごみ 29.7 29.9 23.0 45.8 22.4 26.4

小計 74.9 77.4 72.6 82.0 67.2 74.4

資

源

紙類（新聞、雑誌、ダンボール） 5.4 3.1 3.3 4.3 13.6 3.3

雑がみ 6.8 9.3 7.7 3.5 5.7 7.5

紙パック 0.7 0.7 0.9 0.6 0.6 0.8

プラスチック製容器包装 5.9 5.2 6.8 6.3 5.8 5.8

古着類 3.2 2.3 4.0 2.8 1.1 5.4

ペットボトル 0.7 1.1 0.8 0.4 0.9 0.5

かん・びん 0.5 0.5 0.6 0.1 0.7 0.6

小型家電 0.3 0.0 0.2 0.0 0.0 1.3

小計 23.5 22.1 24.3 18.0 28.4 25.2

不燃・有害 0.8 0.4 3.1 0.0 0.3 0.4

事業系 0.8 0.0 0.0 0.0 4.1 0.0

可燃, 74.9% 可燃, 77.4%
可燃, 72.6%

可燃, 82.0%

可燃, 67.2%
可燃, 74.4%

資源, 23.5% 資源, 22.1%
資源, 24.3%

資源, 18.0%

資源, 28.4%
資源, 25.2%

不燃・有害・事業系, 1.6%

不燃・有害・事業系, 0.4%
不燃・有害・事業系, 3.1%

不燃・有害・事業系, 0.0%

不燃・有害・事業系, 4.4%

不燃・有害・事業系, 0.4%
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３ ごみの組成の経年変化（５地区合計）

表３ ごみ組成の経年変化（１年毎） （単位：％）

４ 数値目標：燃えるごみ中の資源ごみ混入率（３年平均）

⑴ 目標値：平成３５年度２５．０％（平成３３～３５年度の平均）

⑵ 実績値：平成３０年度２３．６％（平成２８～３０年度の平均）

５ 資源ごみ混入率の経年変化（５地区合計）

表４ 資源ごみの混入率推移（1 年毎） （単位：％）

項目 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

紙類（新聞、雑誌、ダンボール） 5.0 7.7 5.8 4.3 4.5 6.4 5.4

雑がみ 10.6 11.7 11.0 13.5 10.7 6.7 6.8

紙パック 0.9 0.6 0.7 0.5 0.5 0.7 0.7

プラスチック製容器包装 7.8 7.8 5.3 5.7 5.2 5.8 5.9

古着 2.7 5.3 2.5 2.8 2.2 3.3 3.2

ペットボトル 0.3 0.6 0.5 1.0 0.4 0.6 0.7

かん・びん 0.1 0.1 0.2 0.3 0.1 0.2 0.5

小型家電 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.3 0.3

生ごみ, 50.7% 生ごみ, 48.6%
生ごみ, 52.6% 生ごみ, 52.8%

生ごみ, 48.7% 生ごみ, 49.7%
生ごみ, 45.2%

生ごみ除く

可燃ごみ, 

21.6%
生ごみ除く

可燃ごみ, 

17.1%

生ごみ除く

可燃ごみ,

 20.7%

生ごみ除く

可燃ごみ, 

18.6%

生ごみ除く

可燃ごみ, 

27.1%

生ごみ除く

可燃ごみ, 

26.0%

生ごみ除く

可燃ごみ, 

29.7%

資源, 27.4%
資源, 33.8%

資源, 26.0% 資源, 28.2%
資源, 23.6% 資源, 23.7% 資源, 23.5%

不燃・有害・事業系,

 0.3%
不燃・有害・事業系, 

0.5%

不燃・有害・事業系, 

0.7%
不燃・有害・事業系, 

0.4%

不燃・有害・事業系, 

0.6%

不燃・有害・事業系, 

0.6%
不燃・有害・事業系, 

1.6%
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５ 燃えるごみの内訳推計量

平成２９年度家庭系燃えるごみ排出量と平成３０年度の組成調査を基に推

計した、平成３０年度家庭系燃えるごみの内訳推計量は、表５のとおりです。

表５ 燃えるごみの内訳推計量

Ø 年間約３，３００ｔの資源ごみが燃えるごみに混入している推測される。

Ø 年間約１，８００ｔの古紙類が燃えるごみとして焼却処分されていると

推測される。

割合

45.2%

29.7%

紙類（新聞、雑誌、段ボール） 5.4% 748t

雑がみ 6.8% 942t

紙パック 0.7% 97t

5.9%

3.2%

0.7%

0.5%

0.3%

1.6%

種類 推計量

生ごみ 6,258t

生ごみ、紙おむつを除く可燃ごみ 4,112t

プラスチック製容器包装 817t

古着類 443t

ペットボトル 97t

かん・びん 69t

小型家電 42t

不燃・有害・事業系 222t

平成30年度家庭系可燃ごみ排出量 13,847t

可燃
74.9%

10,370t

古
紙
類

1,787t

資源
23.5%

3,255t

推計


